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Ｖ
ｅ
ｒ
ｔ
ｅ
ｘ
シ
リ
ー
ズ

全
て
で
Ｉ
Ｅ
Ｃ
認
証
取
得

より省エネ・省コストな
水素吸蔵合金の利用技術を開発
工場排熱などの未利用熱有効利用を視野に

家
庭
向
け
再
エ
ネ
１
０
０
㌫
電
気
、販
売
開
始
へ

切
替
え
で
森
林
保
護
活
動
に
参
加
も

日
本
法
人
の
移
転
も
発
表

ト
リ
ナ
・
ソ
ー
ラ
ー

シ
ナ
ネ
ン

三
菱
化
工
機
ほ
か

ト
リ
ナ
・
ソ
ー
ラ
ー
は
こ

の
ほ
ど
、
小
型
高
出
力
モ
ジ

ュ
ー
ル
「
Ｖ
ｅ
ｒ
ｔ
ｅ
ｘ
Ｓ

（
バ
ー
テ
ッ
ク
ス
エ
ス
）
４

０
０
Ｗ
＋
」
が
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ

（
国
際
電
気
標
準
会
議
）
認

証
を
取
得
し
た
と
発
表
し

た
。
先
に
発
売
さ
れ
た
超
高

出
力
モ
ジ
ュ
ー
ル
「
Ｖ
ｅ
ｒ

ｔ
ｅ
ｘ
５
５
０
Ｗ
／
６
０
０

Ｗ
」
は
今
年
10
月
に
取
得
済

み
。
同
シ
リ
ー
ズ
全
て
で
、

性
能
・
安
全
性
に
関
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
基
準
の
認
証
取
得

と
な
っ
た
。

「
Ｖ
ｅ
ｒ
ｔ
ｅ
ｘ
Ｓ
」

は
、
産
業
・
商
業
施
設
の
屋

根
上
設
置
用
の
太
陽
光
発
電

ス
バ
ー
）、
ダ
メ
ー
ジ
レ
ス

カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
高
密
度
実

装
と
い
っ
た
同
シ
リ
ー
ズ
共

通
の
技
術
を
採
用
し
、
最
大

出
力
４
０
５
㍗
、
最
大
変
換

効
率
21
㌫
超
え
を
実
現
し

た
。
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
は
、
シ

ル
バ
ー
フ
レ
ー
ム
、
ブ
ラ
ッ

ク
フ
レ
ー
ム
、
ブ
ラ
ッ
ク
フ

レ
ー
ム
と
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ッ
ク

シ
ー
ト
採
用
の
３
種
類
と
な

る
。

東
京
都
港
区
六
本
木
三
丁
目

２
番
１
号
住
友
不
動
産
六
本

木
グ
ラ
ン
ド
タ
ワ
ー
32
階

同
社
は
、
世

界
的
な
需
要
増

に
対
応
す
る
た

め
、
２
０
２
１

年
に
は
同
シ
リ

ー
ズ
の
生
産
能

力
を
50
㌐
㍗
以

上
に
す
る
こ
と

を
計
画
し
て
い

る
。な

お
、
同
社

は
16
日
（
水
）

よ
り
新
オ
フ
ィ

ス
に
移
転
す
る
。

▼
新
住
所

：

モ
ジ
ュ
ー
ル
。
２

１
０
㍉
㍍
大
型
太

陽
電
池
セ
ル
、
Ｍ

Ｂ
Ｂ
（
マ
ル
チ
バ

屋上設置用途向け小型高出力モジュール
「VertexS（バーテックスエス）400W＋」

左からシナネン代表取締役社長・安田貴志氏、応援隊長
のシナモンロール、サンリオ常務執行役員・谷村和明氏

オリジナルキャラクター・あからの森の
番人「ポポネン」（提供：シナネン）

実証機の外観

吸蔵合金水素圧縮機の模式図

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

シ
ナ
ネ
ン
は
２
日
、
家
庭

向
け
再
エ
ネ
電
力
プ
ラ
ン

「
シ
ナ
ネ
ン
あ
か
り
の
森
で

ん
き
」
の
販
売
を
来
年
３
月

よ
り
開
始
す
る
と
発
表
し
た
。

シ
ナ
ネ
ン
あ
か
り
の
森
で

ん
き
は
、
電
力
を
実
質
再
エ

ネ
１
０
０
㌫
の
電
力
に
切
り

０
年
に
わ
た
っ
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、
当

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
通
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
に
合
っ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
、
こ
れ
か
ら
の

１
０
０
年
も
届
け
た
い
」
と

挨
拶
し
、「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
う
大
切
さ
を
、

サ
ン
リ
オ
の
魅
力
的
な
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
協
力
し
て
も
ら

っ
て
伝
え
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。
サ
ン
リ
オ
常
務
執

行
役
員
・
谷
村
和
明
氏
は
、

「
シ
ナ
モ
ン
ロ
ー
ル
は
来
年

誕
生
20
周
年
の
愛
さ
れ
る
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
。
地
球
環
境
を

守
る
活
動
の
応
援
隊
長
に
任

命
さ
れ
る
こ
と
は
光
栄
な
こ

と
だ
。
１
０
０
年
後
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
、
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
理
解
す
る
助

け
と
な
れ
ば
」
と
話
し
た
。

近
年
、
水
素
社
会
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
る
中
、
三
菱
化
工
機

（
神
奈
川
県
川
崎
市
）
で

は
、
高
品
質
で
低
コ
ス
ト
な

水
素
供
給
設
備
の
開
発
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
同
社
は
こ

の
ほ
ど
、
水
素
吸
蔵
合
金
を

用
い
て
、
１
㍋
パ
ス
カ
ル
未

満
の
低
圧
水
素
を
、
シ
リ
ン

ダ
ー
や
カ
ー
ド
ル
に
充
填
し

流
通
す
る
水
素
の
圧
縮
域

（
19
・
６
㍋
パ
ス
カ
ル
）
ま

で
昇
圧
が
可
能
な
吸
蔵
合
金

水
素
圧
縮
機
を
設
計
・
製
作

し
、
試
験
運
転
に
成
功
し
た

と
発
表
し
た
。

水
素
吸
蔵
合
金
は
そ
の
名

の
通
り
、
金
属
と
の
反
応
に

的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

体
積
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度

が
標
準
状
態
の
ガ
ス
や
液
体

水
素
よ
り
も
大
き
い
の
で
、

水
素
の
輸
送
の
際
に
コ
ン
パ

ク
ト
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
一
般
的
に
（
平
衡
圧
以

上
に
）
加
圧
す
る
こ
と
で
合

金
が
水
素
を
吸
蔵
し
、
減
圧

す
る
こ
と
で
放
出
す
る
。
ま

た
水
素
吸
蔵
時
は
発
熱
反

応
、
放
出
時
に
は
吸
熱
反
応

を
示
す
。
金
属
へ
の
加
温
に

よ
っ
て
も
水
素
の
吸
蔵
・
放

出
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
可
能

で
、
金
属
の
温
度
を
下
げ
る

と
水
素
が
吸
蔵
さ
れ
、
逆
に

温
度
を
上
げ
る
と
水
素
が
放

出
さ
れ
る
。

本
技
術
は
三
菱
化
工
機
に

加
え
、
神
戸
工
業
試
験
場

（
兵
庫
県
加
古
郡
）、
那
須
電

機
鉄
工
（
東
京
都
新
宿
区
）、

ダ
イ
テ
ッ
ク
（
東
京
都
中
央

区
）、
広
島
大
学
、
四
国
産

業
・
技
術
セ
ン
タ
ー
、
谷
グ

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所

（
兵
庫
県
川
西
市
）
と
の
共

同
で
開
発
さ
れ
た
。

低
温
時
に
水
素
吸
蔵
し
た

合
金
は
、
加
熱
す
る
と
水
素

の
昇
圧
が
さ
れ
る
性
質
を
持

つ
。
本
技
術
は
こ
の
性
質
を

利
用
し
て
い
る
。
水
素
を
吸

蔵
さ
せ
る
際
の
加
圧
に
は
通

常
、
機
械
式
の
圧
縮
機
を
用

い
る
。
作
製
し
た
実
証
機
で

は
、
水
素
を
吸
蔵
し
た
合
金

を
格
納
し
た
リ
ア
ク
タ
ー
を

熱
媒
に
よ
り
２
５
０
度
Ｃ
に

昇
温
。
常
温
１
㍋
パ
ス
カ
ル

未
満
の
低
圧
水
素
を
19
・
６

㍋
パ
ス
カ
ル
ま
で
昇
圧
し
、

次
サ
イ
ク
ル
で
冷
却
水
に
よ

り
リ
ア
ク
タ
ー
を
冷
却
、
再

度
水
素
を
吸
蔵
さ
せ
る
こ
と

で
、
水
素
吸
蔵
・
昇
圧
の
サ

イ
ク
ル
を
繰
り
返
す
設
計
を

持
つ
。

こ
の
実
証
機
を
用
い
て
、

（
公
財
）
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
製

品
研
究
試
験
セ
ン
タ
ー
（
Ｈ
ｙ

Ｔ
Ｒ
ｅ
Ｃ
、
福
岡
県
糸
島
市
）

に
お
い
て
50
サ
イ
ク
ル
の
水

吐
出
性
能
の
低
下
は
見
ら
れ

ず
、
目
標
で
あ
る
１
時
間
当
た

り
１
ノ
ル
マ
ル
リ
ュ
ー
ベ
以

上
の
水
素
流
量
を
安
定
し
て

吐
出
可
能
な
こ
と
を
確
認
し
た
。

実
証
機
は
、
従
来
の
機
械

式
圧
縮
機
に
比
べ
、
昇
圧
に

関
す
る
機
械
的
な
駆
動
部
分

検
討
し
、
早
期
の
商
用
化
を

目
指
す
。
同
社
の
水
素
事
業

に
お
け
る
新
た
な
技
術
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
の
一
つ
と
し
て
、

更
な
る
事
業
展
開
を
図
る
考

え
だ
。

素
昇
圧
サ
イ
ク

ル
試
験
を
実
施

し
た
。
そ
の
結

果
、
吐
出
圧
力

19
・
６
㍋
パ
ス

カ
ル
を
達
成
す

る
と
共
に
、
１

時
間
当
た
り
１

ノ
ル
マ
ル
リ
ュ

ー
ベ
以
上
の
水

素
流
量
を
達
成

し
た
。
ま
た
、

運
転
期
間
中
に

が
不
要
と
な
り
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費

な
ど
の
低
減
を
実

現
で
き
る
。
振
動

が
無
く
、
静
音
性

に
も
優
れ
て
い

る
。
ま
た
、
比
較

的
低
い
温
度
差

（
室
温
～
約
２
５

０
度
Ｃ
）
に
よ
り

水
素
を
昇
圧
で
き

る
た
め
、
廃
熱
な

ど
の
利
用
が
可
能

で
運
転
費
の
低
減

も
期
待
で
き
る
。

今
後
は
、
水
素

吸
蔵
合
金
量
の
ス

ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
を

替
え
る
と
共
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

達
成
の
た
め
の
森
林
保
護
活

動
「
シ
ナ
ネ
ン
あ
か
り
の
森

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
で

き
る
の
が
特
長
。
加
入
者
は

通
常
の
電
気
料
金
に
加
え
、

１
㌗
時
当
た
り
０
・
１
円
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
料
金
を
寄
付

を
開
始
す
る
。
当
社
グ
ル

ー
プ
は
創
業
か
ら
約
１
０

に
共
感
し
た
サ
ン
リ
オ
の
協

力
に
よ
っ
て
、
人
気
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
・
シ
ナ
モ
ン
ロ
ー
ル

が
応
援
隊
長
と
し
て
登
場
す

る
こ
と
が
決
定
。
ま
た
サ
ン

リ
オ
が
新
た
に
制
作
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ポ
ポ
ネ
ン
」
も
披
露
さ
れ

た
。
両
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
な
ど
が
特

典
と
し
て
贈
ら
れ
る
、
特
別

プ
ラ
ン
の
提
供
も
予
定
さ
れ

て
い
る
。

シ
ナ
ネ
ン
代
表
取
締
役
社

長
・
安
田
貴
志
氏
は
、「
あ

か
り
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
法

人
の
皆
様
と
活
動
を
開
始
し

て
い
る
。
今
回
、
一
般
の
消

費
者
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た

す
る
。
シ
ナ

ネ
ン
は
寄
付

と
同
額
を
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
支
出
し
、

寄
付
と
合
わ

せ
て
活
動
の

原
資
と
す
る
。

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
は
、

持
続
可
能
な

社
会
の
実
現

を
目
指
す
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

よ
り
水
素
の
吸

蔵
・
放
出
を
可
逆

だ
く
た
め
、

シ
ナ
ネ
ン
あ

か
り
の
森
で

ん
き
の
販
売


